
 

 

 

 

 

会員の皆様, その後もお変わりございませんか？  

 つい数日前までは三寒四温、朝夕が冷えて風邪を引かないようにと気をつけてたのに、 

あっという間に庭の花壇を見ても、森の中を犬を連れて散歩しても、新しい芽吹きが感じられ、 

日々勢いよく伸びている植物を見て、自然のたくましさに圧倒されそうです。 

  又デンマークの春がやって来ましたねえ。毎年今頃になると、野菜の種を蒔いたり、雑草取りに手

を出して、腰が痛くなるのだけれど、やっぱり庭仕事をしたくなるのが不思議です。池の鯉も水草の

下から顔を出して元気良く泳ぎだします。鯉にも餌をやり始める時期になりました。池の水に糸苔が

増えないように、そして微生物が増えるようにと工夫するのもこの時期です。 

 そうこうしているうちに、梅の花が咲き、桜が咲いて、緑が青々と美しくなり、上天気になって、太陽

の恵みを感じるようになります。そして蒔いた野菜の種もどんどん芽を出して、収穫できる日が待ち

遠しくなります。 

 さて、前置きはこのくらいにして、先日 Valby Kulturhus で開きました、交流の集い第 3回は、前

回同様、大成功に終わりましたことを皆さんにお知らせします。ギター伴奏を聴きながら歌った日本

の歌で、心も体もほぐれるように陽気になった後、認知症についての講座を聞きました。素晴らしい

内容で、とても勉強になりました。参加者全員が最後まで真面目に講座を受けて、認知症について

の沢山の知識をいただきました。その上認知症サポター養成講座を受けた証にオレンジの輪と、い

つでも認知症の知識が読み返せるよう詳しく説明したテキストもいただきました。このテキストをめく

ると、忘れそうになってもすぐ又思い出すことが出来るというわけです。 

Klub Japan ではこれからもこのサポーター養成講座を機会があるごとに、色々な場で開いていくこ

とにしました。 認知症の知識をもっともっと多くの人に伝えたい、この素晴らしい知識を一人でも多

くのデンマーク在住日本人の方に広めるお手伝いをしたいと考えています。 

  Klub Japan の会員の皆様、交流の集い第４回を夏休みの後、出来れば１０月頃に開きたいと考

えています。 次回取り上げるテーマは決定していますが、今後会員の皆様からの希望も取り入れ

ますので、ご意見がありましたら、理事会のほうまでお知らせ下さい。   知恵子ピーターセン                                           
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フュンとユトランドにも Klub Japan の活動を拡げる予定 

Klub Japan では、2012 年より現在まで、デンマークに住む日本語を母国語とする高齢者を

対象に、デンマークで過ごす老後を日本語でお手伝いするボランティア活動と、交流の集

いを設け、役に立つ知識を参加者に届け、楽しい時間をご一緒に過ごす機会を設けて、よ

り心豊かな生活を過ごしていただけるようにと頑張って来ました。 

現在まで、会員数も少しずつ増え続け、現在 48 名になりました。援助を必要とする会員と

ボランティアの援助活動をする会員との需要と供給のバランスが取れて、交流の集いも名

実共に満足のいく集まりとなりつつあり、今後はこの状態を維持することが Klub Japan の

仕事です。 

理事会では、さらに今年から、フュンとユトランドでも、援助活動の需要があるような

ら、援助活動を始めることに決定、それに先立って、フュン、ユトランドに住む高齢者で 

ボランティアによる訪問を希望している方を募ることに決めました。 

またそれと平行して Klub Japan の主旨に賛同してイニシアティブを取れる会員数名、ボラ

ンティアで訪問その他の奉仕活動に参加できる会員数名を募集したいと考えています。 

まずは高齢者の援助活動の希望者とボランティア会員のボランティア希望者を把握してか

ら、ユトランド支部の開設を進める方針です。 

すでに、現在北西ユトランドにお住まいの日本人女性一人ができることなら訪問援助をお

願いしたいという連絡を受けました。又そのためにユトランド北西部地方にお住まいの日

本人の方で訪問援助のボランティア活動が出来る方がいましたら Klub Japan までご一報下

さい。 

一方 Fredericia 方面にボランティアで訪問援助活動が出来る方がいらっしゃいます。もし高

齢者でボランティアの訪問援助を希望される方がおられましたら Klub Japan まで連絡して

下さい。連絡には メール又は電話の両方が利用できます。 

Klub Japan のメールアドレス  klubjapan@gmail.com 

Klub Japan の連絡用電話番号は   22 59 66 61 です。 
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 認知症サポーター養成講座  

 

この３月２９日（日）、Klub Japanは 第3回交流の集いにおいて、「認知症サポーター養

成講座」をドイツの公益法人日本人高齢者支援団体『DeJak－友の会』との共催で開きまし

た。 

当日はデンマークからは２２名、スウェーデンからも興味を持っていらした参加者数名と

共に、養成講座は大成功を収めることができました。 参加者からは後に「わかりやすかっ

た」「楽しみながら勉強できた」など、お褒めの言葉とポシティブな感想をいただいてい

ます。 

 

この講座は、海外に暮らし高齢化を迎えてゆく私たちが今後直面してゆく『認知症』の問

題に不安なく取り組んでゆけるよう、現地の邦人同士の助け合いの精神を軸に、認知症の

正しい知識と理解を日本語で講義するものです。 

 

DeJak－友の会の尽力で、日本の厚生労働省下の「認知症サポーターキャラバン」事務局か

ら直接支給された要請講座のための資料、受講者用テキスト、講座を受講された方には

「認知症サポーター」として認定されたことを意味する、オレンジリング授与が実現して

いるものです。 

 

デンマークではKlub Japanが『デンマーク窓口』として、この認知症サポーター養成講座  

を推進してゆくこととなり、Klub Japan 理事会では、この貴重な知識と講座開催経験をも

っと多くの現地在住日本人の方と分かち合えるように、今後は、要請に応じて大小に関わ

りなく日本人が集まる団体の集りに出むき、認知症サポーター養成講座を開くことに決定

しました。 

 

サポーター講座の開催の経費は、講師の会場までの往復交通費と昼食代を開催者側に負担

していただき、受講者用テキスト、認定証とオレンジリングは無料配布で、開催依頼に対

応します。 

  

認知症サポーター講座に興味を持たれ、団体の集まりに認知症サポーター講座をと思われ

た方、又はもっと詳しいことをお知りになりたい方は、Klub Japan までご一報下さい。  

 

Klub Japanのメールアドレス klubjapan@gmail.com  

連絡用電話番号 22 59 66 61 

 
  

 

 

 

 

 

  お知らせ 

５月９日 （土） Valby  Kulturhus において１３時から総会を開きます。 

インフォーメーション会は その前の 午前１１時から開きます。 

申し込みは必要ありません。時間のある方はぜひお越し下さい。 



 下の２枚の写真は忘年会からです。 

 参加者も１６名と多くて、日本料理の昼食メニューで大満足の皆さんでした。 

 

 

 

 

 

 

             

                              

                     

上の３枚の写真と右横の

写真は新年会からです。 

 お節料理の４品、 

お寿司の盛り合わせ、 

抹茶のアイスと日本茶、 

新年会を祝うに 

ふさわしいお料理が 

並びました。 

  

 



第３回交流の集いから 

 

 

 

 交流の集い第３回は ２６名の参加者でした。定例の日本の歌で始まって、心も体もほ

ぐれたところで、３０歳代から８０歳代まで年齢の幅広い参加者全員が、真剣に ２時間

にわたる認知症サポーター講座を受けました。                   

美味しいケーキと日本茶、コーヒー、あちらこちらに出来た小さなグループの間では、 

おしゃべりに花が咲き 楽しい午後の時間を有意義に過ごしているうちに、あっという間

にお別れの時間となりました。参加者からは今回もお褒めの言葉と感謝の言葉を沢山だき

ました。 

 



 

 

 

  

  


